
 ９月 11 日(金) 、幼保小中高合同熟議「第

10 回和い輪い学習フォーラム」を開催しま

した。今年は町内の各小中学校を会場に、分

散開催としました。 

各会場をリモートでつなぎ、教育長挨拶や

フォーラム趣旨説明、熟議後の発表等を全体

で共有しました。新型コロナウイルス感染症

対策として、一か所に大人数が集まらないよ

う、会場を分散してのリモート開催となりま

したが、話合いは活発に行われ、参加者の方々

からも好意的な意見を多くいただきました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大田原市ふれあいの丘自然観察館では毎年、市

内の保育園、幼稚園、認定こども園の園児を対象

に、昆虫の絵を募集して展覧会を実施していま

す。多くの方の御来館をお待ちしています。 

展覧会：令和３年２月６日(土)～

14 日(日)９時～16 時

(最終日は 15 時) 

会 場：ふれあいの丘研修室Ａ  

お問合せ：0287-28-3251 

「夢」講座とは、広く活躍する「とちぎ未来
大使」を講師とし、中学校時代の経験や、目標
をもち、その目標を達成した過程を講話や実演、
交流等を通して中学生等に伝えることにより、
中学生が自分の「夢」について、考える機会を
提供するものです。 
 9 月 11 日(金)は、元オフィス北野ラインプ
ロデューサーの小宮 慎二 氏を講師に迎え、
「地域の魅力と映画・映像の役割」と題し、那
須塩原市立箒根中学校で、11月13日(金)には、
作家の森 詠 氏を講師に迎え、「読書体験のす
ばらしさ」と題し、那須町立那須中学校で実施
されました。1 月 27 日(水)には、方言作家の
嶋 均三 氏を迎え、大田原市立若草中学校で
実施される予定です。 
 
 
 
 
 

 

 

「夢」講座とは、とちぎ未来大使による講

話を通して、目標をもち、その目標を達成し

た過程を中学生に伝え、中学生が自分の「夢」

について、考える機会を提供するものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

今後は、方言作家の嶋 均三氏を講師に迎

え、大田原市立若草中学校で「夢」講座を実

施する予定です。 

「いつでも、どこでも、だれでも」学べる機

会を提供するため、YouTube「なすしおばら生

涯学習チャンネル MILK（見る！来る！）」で、

動画を配信しています。ぜひ御覧ください‼ 

〈地域紹介〉 

15 の公民館ごとに

作成中です。あなた

のまちの空撮もある

かも？！ 

 

〈講座〉 

星座とギリシャ神話の世

界。他にもあります。今後

も、家学プロジェクト～社

会教育編～では学べる事業

を準備中です。 

 

 

 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

那須教育事務所ふれあい学習課 

ＴＥＬ ０２８７－２３－２１７７ 

「 ま な び の 広 場 」 は 那 須 教 育 事 務 所 ﾎ ｰ ﾑ ﾍ ﾟ ｰ ｼ ﾞ に 掲 載 さ れ ま す 。 
http://www.pref.tochigi.lg.jp/m56/system/desaki/desaki/nasu-kyouiku01.html 

那須町立那須中学校 講座の様子 

地域紹介の様子 

那須町立那須中学校 

作家 

森 詠 氏 

「読書体験のすばらしさ」 

那須塩原市立箒根中学校 
元オフィス北野 

ラインプロデューサー 
小宮 慎二 氏 
「地域の魅力と映画・ 

映像の役割」 
那須塩原市立箒根中学校 

  

動画の視聴は
左の QR コー
ドから御視聴

ください。 

今後の最新情

報は、市の 
HP から御確
認ください。 

那須教育事務所ふれあい学習課 

TEL 0287-23-2177（代） 



本事業は、優れた伝統芸能公演を直接鑑賞

することで、芸能鑑賞能力の向上と豊かな情

操の涵養を図るとともに、芸術にふれる喜び

を体験させることを目的としています。 

大田原市立川西小学校にて落語家の「桂米

多朗(真打)」、「立川幸吾(前座)」による「伝統

芸能公演」が開催されました。 

 落語の起源の説明から始まり、手ぬぐい・

扇子の使い方、そして、落語の披露と約１時

間の楽しい公演でした。 

落語のおもしろさや 

魅力を感じながら子供 

たちは笑顔で鑑賞して 

いました。日本の伝統 

芸能のすばらしさに触 

れた充実した時間とな 

りました。 

本事業は、子供たちに一流の文化・芸術に

触れる機会を提供するものです。 

那須町立学びの森小学校、那須高原小学校

を会場に、Ensemble Triptic(アンサンブル 

トリプティック) の３人によるサックス、ト

ランペット、ピアノの華麗な演奏が繰り広げ

られました。  

コロナの影響で、音楽に合わせて一緒に歌

うことはできませんでしたが、手拍子と体を

使ってリズムをとって 

いました。プロの演奏 

者による生のクラシッ 

ク音楽の演奏は、子供 

たちにとって、音楽の 

すばらしさを肌で感じ 

る良い機会になりまし 

た。 

 

 

差別や偏見を恐れて性的マイ

ノリティであることを隠してい

る人も多いことから、身近には

存在しないという誤解を招きや

すく、性的マイノリティへの理

解が進んでいない。 

 

・マイノリティに関する書籍を読む。 
・イベントや講演会等に参加してみる。 
・差別的な言動や振る舞いに同調しない。 
・他人の性のあり方についてむやみに詮索することは控える。 
・カミングアウトや相談を受けた場合に、本人の許可なくその

内容を周囲に伝えない 
・本人の気持ちを受け止め、寄り添う姿勢で対応する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちの「性」はからだの見た目だけで決められるものではなく、もっと複雑で多様です。 

性のあり方は以下の 4 つの要素から構成され、そのあらわれ方は十人十色です。一生を通じて 

揺らいだり、変化したりすることもあります。明確な境界線がないことから、「グラデーショ 

ン」と表現されることもあります。 

(1) からだの性 

出生時に生物学的特徴から判断された性別 

(2) 心の性（性自認） 

自分が自分の性をどう思っているか 

(3) 好きになる性（性的指向） 

どの性別が恋愛の対象になるか 

(4) 表現する性 

服装や言葉遣いなどを通じて自分の性をどのように表現するか 

からだの性と心の性の不一致を感じる人（トランスジェンダー）、同性を好きになる人 

（ゲイ・レスビアン）、好きになる性別にはこだわらない人（バイセクシュアル）などは、 

人口に占める割合が少ないことから、性的マイノリティと呼ばれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：栃木県県民生活部 人権・青少年男女参画課「知ってる？性的マイノリティと人権」 


